
令和６年度
香美町 認知症地域支援推進員活動報告
認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：８名

２ 認知症地域支援推進員の役割

報告者氏名:谷渕 奈緒美

令和６年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）

・認知症初期集中支援チームの企画・調整
・もの忘れ相談日の実施
・にこにこかえるネットワーク（SOSネット）活用による、地域連携の強化推進

・認知症ネットワーク会議の運営
・医療（認知症疾患医療センター・かかりつけ医等）機関との連携
・認知症初期集中支援チームにおける他職種間連携・調整
・ケアマネ支援（認知症のアセスメント力の向上・課題整理等の助言・提案）

医療・介護等との連携

・香美町オレンジロード（ケアパス）の普及活動
・認知症カフェでの本人支援・相談できる場の確保
・らく楽介護教室の企画・運営（認知症に関する介護負担の軽減のための教室）

本人・介護者支援

相談支援・支援体制整備



香美町 認知症施策全体図



◆「チームオレンジ」とは
認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、市町村がコーディネーター（※）を
配置し、地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニーズ等と認知症サポーター
（基本となる認知症サポーター養成講座に加え、ステップアップ講座を受講した者）を中心とした支援
者をつなぐ仕組み。

（※）認知症地域支援推進員を活用しても可

地域の方＝認知症サポーター

チームオレンジ
〇〇

コーディネーター

地域包括支援センター

認知症の方

家族

チームオレンジの三つの基本
①ステップアップ講座終了及び予定のサポーターでチームが組まれている。
②認知症の人もチームの一員として参加している。（認知症の人の社会参加）
③認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して支援できる。

・仕組みづくりに関する検討会の開催
・チームの立ち上げ支援
・チームの運営に対するスーパーバイズ

手しごとの会
（一体的支援プログラム）

認知症カフェ

元気体操
サークル

かかりつけ医
薬局

社会福祉協議会

スーパー商店街

チーム員の役割：
見守り・声かけ、話し相手、外出支援、ボ
ランティア訪問等、孤立しないための関係
づくり、専門職へのつなぎ、必要な窓口の
紹介等

困りごとの
お手伝い

担当ケアマネ

セラピスト

標題
チーム・オレンジ立ち上げに向けた取り組み



【事例紹介】

毎週、地区の公民館で元気体操サークルに参加しているAさん。体操を休みがちにな
り、家に閉じこもりがちなことを周囲が心配しています。

Aさんの困りごと
なし。
「なんでも自分でできている！体操を
休むのは、忘れてたからじゃない！」

地域の困りごと
予定を忘れる。体操欠席した時、電話で教えてあげる
と怒ってしまった。
コミュニケーションを取りづらい。
「支援したいけど・・・どうしたら良いのだろう？」

課題：周りから見るとAさんは困りごとが増えているように思うが、Aさん自身はそ
れを周りに気づかれたくない様子。Aさんが安心して地域で暮らしていくために、で
きにくいことをサポートすることが望ましい。Aさんの気持ちに沿った支援が必要。

1 本人へのアセスメント訪問

2 本人をすでにサポートしてくれている人や地区の区長・
福祉委員・民生委員等・（家族）に集まってもらう。

3 本人の特性や望ましい対応について話し合う。

４ Aさんの気持ちに沿った支援を行う

「チームオレンジ
Aさん」立ち上げ

最後に・・・

認知症当事者のチームオレンジを早期に作ることで、支援者一人に負担のかからない
支援体制づくりができる。今後もケースを通して町全体にチームオレンジの活動を広め
ていきたい。
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